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山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
十
二
号

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
小
　
　
澤
　
　
義
　
　
彦

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

新
た
に
職
員
と
な
つ
た
者
の
号
給
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

定
め
る
号
給
と
す
る
。

一
　
前
条
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
職
務
の
級
の
号
給
が
別
表
第
七
初
任
給
基
準
表
（
以
下
「
初

任
給
基
準
表
」
と
い
う
。）
に
定
め
ら
れ
て
い
る
職
員
　
当
該
号
給

二
　
前
条
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
職
務
の
級
の
号
給
が
初
任
給
基
準
表
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い

職
員
　
初
任
給
基
準
表
に
定
め
る
号
給
を
基
礎
と
し
て
そ
の
者
の
属
す
る
職
務
の
級
に
昇
格
し
、

又
は
降
格
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
第
二
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
得
ら
れ
る
号
給

第
二
十
三
条
の
五
第
一
項
中
「
第
四
号
又
は
第
五
号
」
を
「
第
三
号
又
は
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項

第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
　
勤
務
成
績
が
特
に
良
好
で
あ
る
職
員
　
次
に
掲
げ
る
職
員
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、

次
に
定
め
る
昇
給
区
分

イ
　
勤
務
成
績
が
極
め
て
良
好
で
あ
る
職
員
　
Ａ

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員
　
Ｂ

第
二
十
三
条
の
五
第
一
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、

第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
前
項
第
五
号
」
を
「
前
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
第
五
号
の
表
三
級
の
項
中
「
、
課
長
又
は
分
場
長
」
を
「
又
は
課
長
」
に
改
め
、
同
表
四

級
の
項
中
「
、
部
長
又
は
分
場
長
」
を
「
又
は
部
長
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
大
学
卒
の
項
第
六
号
７
中
「
盲
学
校
若
し
く
は
ろ
う
学
校
」
を
「
特
別
支
援
学
校
（
平
成

十
八
年
法
律
第
八
十
号
に
よ
る
改
正
前
の
学
校
教
育
法
に
よ
る
盲
学
校
又
は
ろ
う
学
校
を
含
む
。）」

に
改
め
、
同
表
短
大
卒
の
項
第
二
号
３
中
「
以
下
同
じ
」
を
「
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
」
に
改
め

る
。別

表
第
十
育
精
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
、
児
童
指
導
幹
及
び
成
人
指
導
幹
」
を
削
り
、
同
表
農
業

大
学
校
の
項
中
「
農
業
大
学
校
」
を
「
専
門
学
校
農
業
大
学
校
」
に
改
め
る
。

別
表
第
十
二
知
事
の
事
務
部
局
の
部
本
庁
の
項
中
「
知
事
政
策
室
長
」
を
「
知
事
政
策
局
長
」
に
、

「
企
　
画
　
監
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
介
護
保
険
指
導
監
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
衛

を
「
企
画
監
」
に
、

援
護
指
導
監
　
を
「
介
護
保
険
指
導
監
」
に
、

統
計
指
導
監
」

発
達
障
害
対
策
監
」

廃
棄

生

指

導

監
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
政
策
企
画
監
　
　
　
「

を
「
衛
生
指
導
監
」
に
、
「
文
化
振
興
普
及
監
」
を
　
学
術
調
査
指
導
監
　
に
、

物
対
策
企
画
監
」

税
務
徴
収
企
画
監
」

緑
化
推
進
監
　
　
「
大
気
水
質
指
導
監
　
　
　
「
河
川
管
理
監

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

下
水
道
管
理
監
を
「
下
水
道
管
理
監
」
に
改
め
、

県
有
林
経
営
監
」

緑
化
推
進
監
」

開
発
指
導
監
」
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同
部
出
先
機
関
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

東
京
事
務
所
　
　
所
　
　
　
　
　
長
　
二
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
一
種
）

次
　
　
　
　
　
長
　
六
種

企
画
推
進
幹
　
七
種

産
業
振
興
幹

別
表
第
十
二
知
事
の
事
務
部
局
の
部
峡
南
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
五
種
」
を
「
四
種
」
に
、

「

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
　
副
　
　
　
館
　
　
　

男
女
共
同
参
画
推
進

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
所

「
四
種
」
を
「
三
種
」
に
改
め
、
同
部
中

東
京
事
務
所
　
　
　
　
　
　
　
　
所次企

　
画
　
推
　
進

産
　
業
　
振
　
興

長
　
五
種

幹
　
七
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
六
種
）

長
　
五
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

長
　
二
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
一
種
）

を

長
　
六
種

幹
　
七
種

幹

」

タ
ー
　
副
　
　
　
館
　
　
　
長
　
五
種

に
改
め

男
女
共
同
参
画
推
進
幹
　
七
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
六
種
）

」

「

課
税
・
管
理
部
長

「

自
動
車
税
部
長
　
五
　

、
同
部
総
合
県
税
事
務
所
の
項
中
　
　
課
税
・
管
理
部
長

徴

収

部

長

五
種
　
　
を

徴
収
部
長

副
徴
収
部
長
　
七

」

種

に
改
め
、
同
部
自
動
車
税
事
務
所
の
項
を
削
り
、
同
部
障
害
者
相
談
所
の
項
の
次
に
次
の
よ
う

種

」

に
加
え
る
。

精
神
保
健
福
祉
　
所
　
　
　
　
　
長
　
五
種

セ
ン
タ
ー

次
　
　
　
　
　
長
　
七
種

「

所
　
　
　
長
　
四
種
（
人
事

別
表
第
十
二
知
事
の
事
務
部
局
の
部
育
精
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
項
中

次
　
　
　
長
　
七
種
（
人
事

児
童
指
導
幹
　
七
種

成
人
指
導
幹

委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
三
種
）

「
を
　
　
所
長
　
二
種

委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
六
種
）

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
二
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

二

課
税
・
管
理
部
長

徴
　
収
　
部
　
長



次
長
　
七
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ

」

「

動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー
　
所
長
　
五
種

「

次
長
　
七
種
　
　
　
　
　
動
物

に
改
め
、
同
部
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

て
は
六
種
）

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
所
長
　
五
種

」

次
長
　
七
種

」

愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー
　
所
長
　
五
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
技
術
指
導
幹

に
改
め
、
同
部
森
林
総
合
研
究
所
の
項
中

次
長
　
七
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
普
及
指
導
幹
」

」

を
「
技
術
指
導
幹
」
に
改
め
、
同
部
大
阪
事
務
所
の
項
を
削
り
、
同
部
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
項
中

「

「

特
別
研
究
員
　
六
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
五
種
）

次
　
　
　
長
　

を

次
　
　
　
長
　
七
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
六
種
）

特
別
研
究
員

」

五
種

に
改
め
、
同
部
産
業
技
術
短
期
大
学
校
の
項
中
　

六
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
五
種
）

」

「

「

管
理
部
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
部
長
　
五
種

七
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
六
種
）

を
　
　
　
　
　
　
　
　

指
導
部
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
導
部
長
　
七
種

」

に
改
め
、
同
部
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
項
の
次
　

（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
六
種
）

」

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

大
阪
事
務
所
　
所
　
　
　
　
　
長
　
五
種

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
　
所
　
　
　
　
　
長
　
五
種

ン
タ
ー

「

別
表
第
十
二
知
事
の
事
務
部
局
の
部
中
北
農
務
事
務
所
の
項
中
　
　
地
域
農
政
推
進
幹
　
六
種

」

「
を
　
　
営
農
支
援
幹
　
七
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
六
種
）

に
改
め
、
同
部
峡

」

「
次
　
　
　
　
　
長

東
農
務
事
務
所
の
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
「
次
長
」
に
改
め
、
同
部
峡
南
農
務
事
務
所
の
項
中

地
域
農
政
推
進
幹
」

「

所
　
　
　
　
　
長
　
五
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
四
種
）

「
を
　
　
所
長

地
域
農
政
推
進
幹
　
六
種

」

五
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
四
種
）

に
改
め
、
同
部
富
士
・
東
部
農
務
事
務
所

」

「

「

地
域
農
政
推
進
幹
　
六
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次

の
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

次
　
　
　
　
　
長
　
七
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
六
種
）

営

」

長

七
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
六
種
）

に
改
め
、
同
部
総
合
農
業
技

農
支
援
幹

」
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「

普
及
指
導
幹
　
六
種
　
　
　
「

術
セ
ン
タ
ー
の
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
専
門
指
導
幹
　
七
種
（
人
事
委
員
会
が
認

花
き
振
興
幹
　
七
種

」

「
特
別
研
究
員

め
る
者
に
あ
つ
て
は
六
種
）

に
改
め
、
同
部
果
樹
試
験
場
の
項
中
　
　
　
　
　
　
　
を
「
特
別
研

」

普
及
指
導
幹
」

究
員
」
に
改
め
、
同
部
農
業
大
学
校
の
項
中
「
農
業
大
学
校
」
を
「
専
門
学
校
農
業
大
学
校
」
に
改
め

る
。別

表
第
十
二
知
事
の
事
務
部
局
の
部
中
北
建
設
事
務
所
の
項
、
峡
東
建
設
事
務
所
の
項
、
峡
南
建
設

「
工
事
施
工
管
理
幹

事
務
所
の
項
及
び
富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
の
項
中
「
工
事
施
工
管
理
幹
」
を

技

術
審

査

幹
」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
二
知
事
の
事
務
部
局
の
部
広
瀬
・
琴
川
ダ
ム
事
務
所
の
項
中「
広
瀬
・
琴
川
ダ
ム
事
務
所
」

「
技
術
指
導
幹
　

を
「
広
瀬
・
琴
川
ダ
ム
管
理
事
務
所
」
に
、

を
「
ダ
ム
管
理
幹
」
に
改
め
、
同
部
釜

ダ
ム
管
理
幹
」

無
川
流
域
下
水
道
事
務
所
の
項
中
「
釜
無
川
流
域
下
水
道
事
務
所
」
を
「
流
域
下
水
道
事
務
所
」
に
改

め
、
同
部
桂
川
流
域
下
水
道
事
務
所
の
項
を
削
る
。

「

別
表
第
十
二
議
会
事
務
局
の
部
中
　
　
総
括
課
長
補
佐
　
七
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ

「

総
括
課
長
補
佐
　
七
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
六
種
）

て
は
六
種
）

を
」

政
務
調
査
監
　
七
種

に
改
め
る
。

」

「
課
　
　
　
　
　
長

別
表
第
十
二
教
育
委
員
会
事
務
局
の
部
本
庁
の
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
「
課
長
」
に
、「
企

県
史
編
さ
ん
室
長
」

「
企
画
調
整
主
幹

画
調
整
主
幹
」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

新
図
書
館
建
設
室
長
」

「

「

別
表
第
十
三
の
四
の
表
中
　
　
　

を
」

に
改
め
る
。

」

「

「

別
表
第
十
四
の
四
の
表
中
　
　
　

を
」

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
二
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

四

五
種
　
73,700円

六
種
　
65,000円

七
種
　
56,300円

八
種
　
47,700円

四
種
　
83,900円

五
種
　
75,100円

五
種
　
73,700円

六
種
　
65,000円

七
種
　
56,300円

八
種
　
47,700円

6
級

7
級

6
級

6
級

7
級

五
種
　
56,600円

六
種
　
49,900円

七
種
　
43,300円

八
種
　
36,600円

四
種
　
72,000円

五
種
　
64,500円

五
種
　
56,600円

六
種
　
49,900円

七
種
　
43,300円

八
種
　
36,600円

6
級



に
改
め
る
。

」

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
十
三
号

山
梨
県
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
小
　
　
澤
　
　
義
　
　
彦

山
梨
県
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
三
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
　
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
（
山
梨
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す

る
条
例
（
平
成
十
五
年
山
梨
県
条
例
第
五
十
九
号
。
以
下
「
任
期
付
職
員
条
例
」
と
い
う
。）
第

四
条
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

県
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
二

条
第
四
項
又
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の

勤
務
時
間
を
七
か
ら
そ
の
者
の
一
週
間
当
た
り
の
週
休
日
で
あ
る
日
の
数
を
減
じ
た
も
の
で
除
し

て
得
た
数

第
十
三
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

新
た
に
職
員
と
な
つ
た
者
の
号
給
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

定
め
る
号
給
と
す
る
。

一
　
次
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員
　
次
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
号
給

イ
　
前
条
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
職
務
の
級
の
号
給
が
別
表
第
三
初
任
給
基
準
表
（
以
下

「
初
任
給
基
準
表
」
と
い
う
。）
に
定
め
ら
れ
て
い
る
職
員
　
当
該
号
給

ロ
　
前
条
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
職
務
の
級
の
号
給
が
初
任
給
基
準
表
に
定
め
ら
れ
て
い
な

い
職
員
　
初
任
給
基
準
表
に
定
め
る
号
給
を
基
礎
と
し
て
そ
の
者
の
属
す
る
職
務
の
級
に
昇
格

し
、
又
は
降
格
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
第
二
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
得
ら
れ
る
号
給

二
　
初
任
給
基
準
表
の
職
種
欄
に
そ
の
者
に
適
用
さ
れ
る
区
分
の
定
め
の
な
い
職
員
又
は
そ
の
者
に

適
用
さ
れ
る
初
任
給
基
準
表
の
職
種
欄
の
区
分
に
対
応
す
る
学
歴
免
許
等
欄
の
最
も
低
い
学
歴
免

許
等
の
区
分
よ
り
も
下
位
の
区
分
に
属
す
る
学
歴
免
許
等
の
資
格
の
み
を
有
す
る
職
員
　
そ
の
者

の
属
す
る
職
務
の
級
の
最
低
の
号
給

第
二
十
条
の
五
第
一
項
中
「
第
四
号
又
は
第
五
号
」
を
「
第
三
号
又
は
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第

一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
　
勤
務
成
績
が
特
に
良
好
で
あ
る
職
員
　
次
に
掲
げ
る
職
員
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、

次
に
定
め
る
昇
給
区
分

イ
　
勤
務
成
績
が
極
め
て
良
好
で
あ
る
職
員
　
Ａ

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員
　
Ｂ

第
二
十
条
の
五
第
一
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第

五
号
を
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
前
項
第
五
号
」
を
「
前
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
三
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
　
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
　
県
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ

た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
又
は
学
校
職
員

勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項

に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数

第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
第
三
号
中
「
山
梨
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に

関
す
る
条
例
（
平
成
十
五
年
山
梨
県
条
例
第
五
十
九
号
）」
を
「
任
期
付
職
員
条
例
」
に
改
め
る
。

別
表
第
七
の
二
知
事
の
事
務
部
局
の
部
看
護
大
学
短
期
大
学
部
の
項
を
削
る
。

「
上
九
一
色
小
学
校
　
甲
府
市
古
関
町

別
表
第
八
の
一
級
の
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
「
上
和
田
小
学
校

上
和
田
小
学
校
　
　
大
月
市
七
保
町
瀬
戸
」

「
西
原
小
学
校
　
　
　
上
野
原
市
西
原

大
月
市
七
保
町
瀬
戸
」
に
、

を
「
西
原
小
学
校

西
原
中
学
校
　
　
　
上
野
原
市
西
原
　
　
」

上
野
原
市
西
原
　
　
」
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
二
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

五



附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
十
四
号

山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
小
　
　
澤
　
　
義
　
　
彦

山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

新
た
に
職
員
と
な
つ
た
者
の
号
給
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

定
め
る
号
給
と
す
る
。

一
　
前
条
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
職
務
の
級
の
号
給
が
別
表
第
三
初
任
給
基
準
表
（
以
下
「
初

任
給
基
準
表
」
と
い
う
。）
に
定
め
ら
れ
て
い
る
職
員
　
当
該
号
給

二
　
前
条
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
職
務
の
級
の
号
給
が
初
任
給
基
準
表
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い

職
員
　
初
任
給
基
準
表
に
定
め
る
号
給
を
基
礎
と
し
て
そ
の
者
の
属
す
る
職
務
の
級
に
昇
格
し
、

又
は
降
格
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
得
ら
れ
る
号
給

第
十
九
条
の
四
第
一
項
中
「
第
四
号
又
は
第
五
号
」
を
「
第
三
号
又
は
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第

一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
　
勤
務
成
績
が
特
に
良
好
で
あ
る
職
員
　
次
に
掲
げ
る
職
員
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、

次
に
定
め
る
昇
給
区
分

イ
　
勤
務
成
績
が
極
め
て
良
好
で
あ
る
職
員
　
Ａ

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員
　
Ｂ

第
十
九
条
の
四
第
一
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第

五
号
を
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
前
項
第
五
号
」
を
「
前
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
十
五
号

平
成
十
七
年
改
正
職
員
給
与
条
例
附
則
第
十
一
条
等
の
規
定
に
よ
る
給
料
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
小
　
　
澤
　
　
義
　
　
彦

平
成
十
七
年
改
正
職
員
給
与
条
例
附
則
第
十
一
条
等
の
規
定
に
よ
る
給
料
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

平
成
十
七
年
改
正
職
員
給
与
条
例
附
則
第
十
一
条
等
の
規
定
に
よ
る
給
料
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十

八
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
中
「
第
五
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
十
六
号

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等
の
給
料
月
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
小
　
　
澤
　
　
義
　
　
彦

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等
の
給
料
月
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等
の
給
料
月
額
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
三
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則

第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
号
中
「
又
は
」
を
「
、
山
梨
県
学
校
職
員
給
与
条
例
第
八
条
の
六
又
は
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
十
七
号

地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
小
　
　
澤
　
　
義
　
　
彦

地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
項
中
「
百
分
の
十
二
」
を
「
百
分
の
十
三
」
に
改
め
る
。

附
則
別
表
（
備
考
以
外
の
部
分
に
限
る
。）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
二
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
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附
則
別
表
（
附
則
第
二
項
関
係
）

支
　
給
　
割
　
合

支
　
　
　
給
　
　
　
地
　
　
　
域

百
分
の
十
六
　
　
　
　
東
京
都
特
別
区

百
分
の
十
三
　
　
　
　
大
阪
府
大
阪
市

百
分
の
十
二
　
　
　
　
東
京
都
府
中
市
　
神
奈
川
県
横
浜
市

百
分
の
六
　
　
　
　
　
茨
城
県
水
戸
市
　
静
岡
県
静
岡
市

百
分
の
二
　
　
　
　
　
山
梨
県
下
全
域
　
長
野
県
長
野
市
　

別
表
埼
玉
県
の
項
を
削
り
、
同
表
東
京
都
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

東
京
都

特
別
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
級
地

府
中
市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
級
地

別
表
長
野
県
の
項
中
「
長
野
市
　
諏
訪
市
」
を
「
長
野
市
」
に
改
め
、
同
表
岐
阜
県
の
項
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
十
八
号

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
小
　
　
澤
　
　
義
　
　
彦

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中
「
諏
訪
市
」
を
「
伊
那
市
」
に
改
め
る
。

「
北
杜
市
須
玉
町
比
志
三
七
八
三
の
一
　
　
大
門
・
塩
川
ダ
ム
管
理
事
務
所
塩
川
ダ
ム

別
表
第
二
中

山
梨
市
牧
丘
町
柳
平
四
三
　
　
　
　
　
　
牧
丘
第
一
小
学
校
柳
平
分
校

管
理
課
　
　
「
山
梨
市
牧
丘
町
北
原
四
一
四
〇
の
六
一
　
広
瀬
・
琴
川
ダ
ム
管
理
事
務
所
琴
川
ダ
ム
管

を
」

北
杜
市
須
玉
町
比
志
三
七
八
三
の
一
　
　
大
門
・
塩
川
ダ
ム
管
理
事
務
所
塩
川
ダ
ム
管

理
課
　
　
　
「
北
杜
市
白
州
町
下
教
来
石
四
八
の
二
　
鳳
来
警
察
官
駐
在
所

に
、

を
「
北
杜
市
白
州
町
下

理
課
」

南
巨
摩
郡
早
川
町
新
倉
一
二
二
の
一
　
新
倉
警
察
官
駐
在
所
」

教
来
石
四
八
の
二
　
鳳
来
警
察
官
駐
在
所
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
十
九
号

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
小
　
　
澤
　
　
義
　
　
彦

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
九
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
、
総
合
県
税
事
務
所
又
は
自
動
車
税
事
務
所
」
を
「
又
は
総
合
県
税
事
務
所
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
の
表
中
「
、
総
合
県
税
事
務
所
又
は
自
動
車
税
事
務
所
」
を
「
又
は
総
合
県
税

事
務
所
」
に
改
め
、「
及
び
自
動
車
税
事
務
所
」
を
削
り
、「
又
は
自
動
車
税
事
務
所
に
勤
務
す
る
」

を
「
に
勤
務
す
る
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
、
酪
農
試
験
場
又
は
農
業
大
学
校
」
を
「
又
は
酪
農
試
験
場
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
農
業
大
学
校
」
を
「
専
門
学
校
農
業
大
学
校
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
、
営
繕
課
」
を
削
り
、「
建
築
指
導
課
」
の
下
に
「
、
営
繕
課
」
を
加
え
、

「
広
瀬
・
琴
川
ダ
ム
事
務
所
、
釜
無
川
流
域
下
水
道
事
務
所
、
桂
川
流
域
下
水
道
事
務
所
」
を
「
流
域

下
水
道
事
務
所
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
広
瀬
・
琴
川
ダ
ム
事
務
所
」
を
「
広
瀬
・
琴
川
ダ
ム
管
理
事
務
所
」
に
改
め

る
。第

二
十
五
条
の
四
第
一
項
中
「
土
木
部
」
を
「
県
土
整
備
部
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
、
第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
、
第
五
十
二
条
の

三
第
一
項
、
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
及
び
第
七
十
三
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
四
十
四
条
第
一
項
、

第
七
十
条
第
一
項
、
第
七
十
一
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
百
二
十
四
条
第
一
項
」
に
、

「
第
五
十
五
条
、
第
六
十
五
条
及
び
第
七
十
三
条
の
十
六
」
を
「
第
七
十
九
条
、
第
百
四
条
及
び
第
百

三
十
五
条
」
に
、「
当
る
」
を
「
当
た
る
」
に
改
め
る
。

附
　
則

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
二
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
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こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
十
号

特
地
勤
務
手
当
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
小
　
　
澤
　
　
義
　
　
彦

特
地
勤
務
手
当
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

特
地
勤
務
手
当
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

二
級
地

広
瀬
・
琴
川
ダ
ム
管
理
事
務
所
琴
川
ダ
ム
管
理
課
　
山
梨
市
牧
丘
町
北
原

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
、
山
梨
県
職
員
給
与
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
山
梨
県
条

例
第
三
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
及
び
山
梨
県
警
察
職
員
給
与
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
山

梨
県
条
例
第
四
十
三
号
）
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
同
項
に
規
定
す
る
準

特
地
公
署
と
さ
れ
て
い
た
公
署
の
う
ち
、
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ
同

項
の
規
定
に
基
づ
く
準
特
地
公
署
と
し
て
人
事
委
員
会
が
指
定
す
る
公
署
に
在
勤
す
る
職
員
の
特
地

勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
の
月
額
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
特
地
勤
務
手
当
等
に
関
す
る
規

則
（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。）
第
四
条
第
二
項
又
は
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
当
該
公
署
に
在
勤
し
て
い
る
職
員
に
あ
っ
て

は
改
正
後
の
規
則
第
四
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
る
場
合
を
含
む
。）
又

は
第
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
日
に
受
け
て
い
た
給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額
（
そ
の
額

が
当
該
職
員
の
現
に
受
け
る
給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
期
間
に

つ
い
て
は
、
当
該
合
計
額
）
に
百
分
の
四
（
同
日
に
お
い
て
山
梨
県
職
員
給
与
条
例
第
二
十
五
条
の

二
第
一
項
及
び
山
梨
県
警
察
職
員
給
与
条
例
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
公
署
を
異
に
す

る
異
動
の
日
（
当
該
職
員
が
改
正
後
の
規
則
第
五
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
職
員
で
あ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
同
号
に
規
定
す
る
日
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
か
ら
起
算
し
て
五
年
に
達

し
て
い
る
場
合
は
、
百
分
の
二
）
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
二
十
二

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
っ
て
は
百
分
の
百
（
そ
の
期
間
内
に
当
該
異
動
の
日
か
ら
起
算
し

て
五
年
に
達
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
五
年
に
達
し
た
日
後
に
つ
い
て
は
、
百
分
の
五
十
）
を
、
同

年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
っ
て
は
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得

た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）、
こ
れ
ら
の

職
員
以
外
の
職
員
に
あ
っ
て
は
こ
れ
ら
の
職
員
と
の
権
衡
を
考
慮
し
て
別
に
人
事
委
員
会
が
定
め
る

額
と
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
十
一
号

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
小
　
　
澤
　
　
義
　
　
彦

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則（
昭
和
三
十
八
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
中
「
第
十
三
条
」
の
下
に
「
及
び
第
十
三
条
の
二
」
を
加
え
、「
同
条
に
お
い
て
「
成
績
率
」

を
「
第
十
三
条
か
ら
第
十
三
条
の
三
ま
で
に
お
い
て
「
成
績
率
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
百
分
の
九
十
一
以
上
百
分
の
百
五
十
以
下
」
を
「
百
分
の
九
十
三
以

上
百
分
の
百
五
十
以
下
」
に
、「
百
分
の
百
十
六
以
上
百
分
の
百
九
十
以
下
」
を
「
百
分
の
百
十
九
以

上
百
分
の
百
九
十
以
下
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
百
分
の
八
十
三
・
五
以
上
百
分
の
九
十
一
未
満
」

を
「
百
分
の
八
十
二
・
五
以
上
百
分
の
九
十
三
未
満
」
に
、「
百
分
の
百
六
以
上
百
分
の
百
十
六
未
満
」

を
「
百
分
の
百
五
・
五
以
上
百
分
の
百
十
九
未
満
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
百
分
の
七
十
六
」
を

「
百
分
の
七
十
二
」
に
、「
百
分
の
九
十
六
」
を
「
百
分
の
九
十
二
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
百

分
の
七
十
六
未
満
」
を
「
百
分
の
七
十
二
未
満
」
に
、「
百
分
の
九
十
六
未
満
」
を
「
百
分
の
九
十
二

未
満
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
公
安
職
給
料
表
の
項
中
「（
職
務
の
級
八
級
の
職
員
の
う
ち
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る

職
員
に
あ
つ
て
は
百
分
の
二
十
）」
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
十
二
号

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
二
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
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委
員
長
　
小
　
　
澤
　
　
義
　
　
彦

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
　
山
梨
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
五
年
山
梨

県
条
例
第
五
十
九
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
　
山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時

間
等
に
関
す
る
条
例
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第

一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数

別
表
第
一
中
「
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
」
を
「
再
任
用
職
員
及
び
任
期
付
職
員
以
外
の
職
員
」
に

「

「

、

再
任
用
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

再
任
用
職
員

に
改
め
る
。

任
期
付
職
員

」

別
表
第
二
中
「
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
」
を
「
再
任
用
職
員
及
び
任
期
付
職
員
以
外
の
職
員
」
に

「

「

、

再
任
用
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

再
任
用
職
員

に
改
め
る
。

任
期
付
職
員

」

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
十
三
号

教
職
調
整
額
の
支
給
方
法
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
小
　
　
澤
　
　
義
　
　
彦

教
職
調
整
額
の
支
給
方
法
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

教
職
調
整
額
の
支
給
方
法
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
六

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
　
山
梨
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
五
年
山
梨

県
条
例
第
五
十
九
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
十
四
号

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
小
　
　
澤
　
　
義
　
　
彦

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
人
事
委
員
会

規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
第
三
号
ホ
中
「
農
業
大
学
校
、」
の
下
に
「
専
門
学
校
農
業
大
学
校
、」
を
加
え
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
二
号
　
　
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

九

再
任
用
職
員

8,000
9,700

12,800
17,100

8,000
9,700

12,800
17,100

8,000
9,700

12,800
17,100

8,000
9,700

12,800
17,100

6,300

6,300

再
任
用
職
員

再
任
用
職
員

任
期
付
職
員

再
任
用
職
員

任
期
付
職
員

「
再
任
用
職
員
及
び
任
期
付
職
員
以
外
の
職
員
」

「
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
」

「
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
」
「
再
任
用
職
員
及
び
任
期
付
職
員
以
外
の
職
員
」
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